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１．生産拠点の概要 

トヨタ車体はトヨタグループにおけるミニバン、SUV 生産メーカーとして下記４工場で事業

を展開。 

生産拠点名 所在地 従業員数 事業内容（主要製品） 

富士松工場 愛知県刈谷市 3,906 名
エスティマ、ヴォクシー・ノア、プリウ

ス 

刈谷工場 愛知県刈谷市 562 名 ウェルキャブ（福祉車両） 

吉原工場 愛知県豊田市 2,633 名 ランドクルーザー、コースター 

いなべ工場 三重県いなべ市 2,829 名 ハイエース、アルファード 

（注）従業員数は 2009 年 2 月末時点で、本社部門および寿新規開発センターの人員を除く。 

２．生産工程 

鋼板のプレス工程から溶接、塗装、組立に至る完成車両の一貫生産工程（下図参照） 

①プレス      ②ボデー溶接      ③塗装       ④組立 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．トヨタ車体の化学物質管理 

PRTR パイロット事業に先立ち、95 年から使用原材料の成分把握等の化学物質管理を開始。 

PRTR：Pollutant Release and Transfer Resister（化学物質排出・移動量登録制度） 
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PRTR 法施行PRTR ﾊﾟｲﾛｯﾄ事業

ﾊﾟｲﾛｯﾄ事業…法の施行に先立ち試行 

対象地域…西三河、川崎市、湘南地域

化学物質管理

第 3次環境ﾎﾞﾗﾝﾀﾘｰﾌﾟﾗﾝ 

目標：PRTR 物質排出量を

98 年度比 50%減 

第 4次環境ﾎﾞﾗﾝﾀﾘｰﾌﾟﾗﾝ 

目標：PRTR 物質排出量を

98 年度比 60%減 

ｷｼﾚﾝ･ﾄﾙｴﾝ･ﾆｯｹﾙ等排出量低減 

環境に関する地域との懇談会を 1回/年実施

化学物質の取り扱いと排出の多くは塗装工程で生じる 

トヨタ車体株式会社 
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４．PRTR 対象物質のマテリアルバランス（2007 年度実績） 

環境中への排出は塗装工程からの大気排出が大半。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆PRTR対象物質の大気排出量構成比

 
 

５．PRTR 対象物質の排出量低減活動 

下記に示す着眼点を基に低減活動を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆PRTR 対象物質の大気排出量推移 
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原材料副資材中の

化学物質 

廃棄物水域 

大気

ﾘｻｲｸﾙ

消費量 

3,060t 

5t（排出） 55t（移動） 410t

120t 1,170t（排出）

取扱量 

4,820t 

排出量

1,170t 

キシレン 50% 

トルエン 27% 

エチルベンゼン 

16% 

その他 7%

塗料とシンナーに含まれる３物質で

大気排出量の 93%を占める。 

2010 年度目標 

排出量低減 塗料･シンナー使用量低減 塗料色替えロス低減 

意匠､工法の見直し 

塗料の付着率向上 

水性塗料の採用 

シンナー成分の代替 

洗浄シンナーの回収率向上 

低負荷物質への代替 

事例②

事例③

事例④

事例①

除去 

60%減

注：（○%減）は 1998 年度比の低減率を示す

（58%減） 

（43%減）



- 34 - 

６．改善事例 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 改善後 】 

①塗装ロボット 吹付けベル洗浄時のシンナー回収率向上 

②カートリッジ塗装による塗料・洗浄シンナー使用量の低減 

【 改善前 】 【 改善後 】 

塗色の色替の際、色替バルブと

吹付けガンのホース内塗料を 

廃棄しシンナーで洗浄 

塗料廃棄・洗浄シンナー使用量大 

塗色毎にカートリッジを交換 

する工法に変更 

塗色別カートリッジ 

塗料廃棄・洗浄シンナーのゼロ化 

跳ね返りによる汚れ防止の為 

回収ホッパーとの距離確保 

→ 飛散量が多く回収率が低い 

空気抜きを設けた

ホッパー構造 

ベルを接近でき 

回収率向上 

【 改善前 】 

回収ﾎｯﾊﾟｰ 

回収ﾀﾝｸ 

距離確保 

280mm 

吹付ﾍﾞﾙ 

 洗浄シンナー 
飛散大 

吹付ロボット（吹付室） 

回収ﾎｯﾊﾟｰ 

ｴｱｰ排気 

距離 

45mm 

 ホッパーで 
確実に回収 

吹付ﾍﾞﾙ 

廃棄しシンナー洗浄 

PRTR 排出量 

２割削減 

色替時ホーｽ内塗料を 
色替バルブ 

塗料タンク 

吹付けガン 

カートリッジ 

の取替え 

カートリッジ交換、洗浄レス 
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③モデルチェンジに合せた黒色塗装のテープ化 

・下地塗装 

・中塗塗装 

 

・上塗塗装 

・黒テープ 貼付け

 

【 旧型 】 

塗料廃止による

PRTR 削減 

・下地塗装 

・中塗塗装 

・黒色塗装 

・上塗塗装 

【 新型 】 

④上塗り溶剤塗料の水性塗料切替 

【ボデー塗装の水性塗料化】 

従来塗料 水性塗料 

100% 

◆ 従来塗料と水性塗料の比較 

Ｖ
Ｏ
Ｃ
含
有
率 

溶剤 

ｼﾝﾅｰ 

顔料･樹脂

水

大気中へ排出
塗膜になる部分

PRTR含有量 

ゼロ化 

上塗り塗装部分に水性塗料を採用 

顔料･樹脂 

水性ｼﾝﾅｰ

▲80% 

塗装 ⇒ 黒テープ化 


